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悲
願
の

日
本
一獲
得
！
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内
閣
総
理
大
臣
賞

５
年
間
の
歩
み

　

平
成
25
年
４
月
、
市
で
は
同
年
度
当

初
予
算
に
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
対

策
事
業
と
し
て
予
算
を
計
上
し
、
畜
産

課
内
に
共
進
会
対
策
室
を
設
置
。

　

そ
れ
以
降
、
全
共
宮
城
県
大
会
に
都

城
か
ら
宮
崎
県
代
表
牛
を
出
品
し
、
名

実
と
も
に
「
日
本
一
の
和
牛
産
地
」
の

称
号
獲
得
に
向
け
、「
和
牛
共
進
会
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
な
ど
を
創
設
し
、

生
産
者
を
積
極
的
に
支
援
。
生
産
者
と

と
も
に
、
日
本
一
獲
得
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

市
が
進
め
て
い
る
「
都
城
の
持
つ
３

つ
の
宝
」
を
輝
か
せ
る
た
め
の
取
り
組

み
の
一
つ
、「
農
林
畜
産
業
」
の
振
興
。

９
月
７
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、
宮
城

県
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
肉
牛
の
部
・
第
８
区
で
薬

師
憲
一
さ
ん
（
高
崎
町
縄
瀬
・
45
歳
）

の
出
品
し
た
、「
満ま

ん

点て
ん

明め
い

彰し
ょ
う

」
号
の
優

等
首
席
と
内
閣
総
理
大
臣
賞
獲
得
と
い

う
、快
挙
達
成
の
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、全
国
和
牛
能
力
共
進
会（
全

共
）
の
結
果
と
、
こ
れ
ま
で
の
市
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

薬
師
憲
一
さ
ん
の
取
り
組
み
や
活
躍
に

つ
い
て
は
、
広
報
都
城
11
月
「
人
の
風

景
」
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
す
。
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努
力
が
実
を
結
ん
だ
快
挙

　

７
月
上
旬
、
小
林
地
域
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
代
表
牛
決
定
検
査

会
に
お
い
て
、
本
市
か
ら
唯
一
、
全
共

出
品
の
切
符
を
手
に
し
た
薬
師
さ
ん
。

約
３
０
０
頭
の
肉
牛
を
飼
養
し
な
が

ら
、「
満
点
明
彰
」
号
の
出
品
に
向
け

て
、
夏
の
暑
さ
と
格
闘
し
、
管
理
を
徹

底
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
８
区
は
、
同
じ
種
雄
牛
を
父
親
に

持
つ
子
３
頭
の
肉
質
を
評
価
す
る
部

門
。「
満
天
白し
ら
き
よ清

」
号
を
父
に
持
つ
肉

牛
を
育
て
あ
げ
た
小
林
市
の
出
品
者
ら

と
と
も
に
表
彰
を
受
け
た
薬
師
さ
ん

は
、
今
ま
で
の
重
圧
か
ら
開
放
さ
れ
、

笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

【全国和牛能力共進会（全共）】

　肉質や改良の成果を競う全国規模の和牛の品
評会で、「和牛のオリンピック」とも呼ばれて
います。５年に１度開催され、各県ごとに厳し
い審査を勝ち上がった代表牛と生産者が、日本
一をかけて競い合います。
　その審査は、繁殖の基盤となる牛の体型や毛
並みなどを審査する「種牛の部」（１～６区）、
枝肉にしてサシの入り具合や肉色などを評価す
る「肉牛の部」（８、９区）、両部門をまたいだ
総合評価（７区）の９つの区分に分かれます。
審査の結果、それぞれの区分から１位（「優等
首席」）が選ばれ、その優等首席の中から最高
賞となる「内閣総理大臣賞」が「種牛」と「肉
牛」両部門で選出されます。
　また、産地を競う「団体賞」は、順位などを
点数化し集計するもので、県単位で選ばれます。


